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6会員が参加して、のべ32品目の試食と商
談を実施
輸出EXPO 2024 参加者、商談品目

番号 会員名 青果物名（加工品を含む。） 品種名 産地

1Ａ ＴＲＡ－ＤＥ株式会社 ぶどう シャインマスカット 岡山県産

2Ａ ＴＲＡ－ＤＥ株式会社 桃 冬桃 岡山県産

3Ａ ＴＲＡ－ＤＥ株式会社 柿 沢田の柿 岡山県産

4Ａ ＴＲＡ－ＤＥ株式会社 柿 加工品 干し柿 岡山県産

5Ａ ＴＲＡ－ＤＥ株式会社 いちご 業務用いちご 静岡県産

6GLO-berryJapan㈱ りんご こうこう 岩手県産

7GLO-berryJapan㈱ いちご とちおとめ 茨城県産

8GLO-berryJapan㈱ 梨 新興 新潟県産

9GLO-berryJapan㈱ 山葵 ハイブリット 長野県産

10株式会社H.Eファーム かぼちゃ ブラックのジョー、栗将軍 北海道

11株式会社H.Eファーム かぼちゃフレーク

12株式会社H.Eファーム かぼちゃパウダー

13カネブン青果株式会社 りんご ムーンルージュ（赤肉） 長野県産

14カネブン青果株式会社 柿（加工品） 燻し柿 福井県産

15
カネブン青果株式会社 キウィフルーツ

レインボーキウィ
愛媛県産

16 さぬきキウィっこ

17カネブン青果株式会社 エディブルフラワー ドライエディブル 島根県産

18カネブン青果株式会社 かんしょ 冷凍焼き芋 栃木県産

19（株）SAMURAI SUMMIT 安納芋並びに福紫芋 有機安納芋並びに有機福紫芋 長崎県産

20（株）SAMURAI SUMMIT 安納芋ペースト 有機安納芋並びに有機福紫芋 長崎県産

21（株）SAMURAI SUMMIT 福紫芋ペースト 有機安納芋並びに有機福紫芋 長崎県産

22（株）SAMURAI SUMMIT 安納芋パウダー 有機安納芋並びに有機福紫芋 長崎県産

23（株）SAMURAI SUMMIT ひとくち焼き芋安納芋 有機安納芋並びに有機福紫芋 長崎県産

24株式会社日本農業 りんご ふじりんご、トキ、シナノスイート 青森産

25株式会社日本農業 長芋 N-10, ネバリスター 北海道産・青森県産

26株式会社日本農業 さつまいも べにはるか、高系、シルクスイート 静岡産・茨城産

27株式会社日本農業 ぶどう シャインマスカット 長野産

28株式会社日本農業 いちご 紅ほっぺ、やよいひめ 山梨産



成果報告

来場実績：10,565名（公式発表）
ブース訪問者数：6社合計 990名（延べ人数）
商談実施実績： 6社合計 190件
契約見込み金額：6社合計 1,800万円



会場の様子



カウンターでの応対



植物検疫カウンターを設置して、全国
植物検疫協会職員による相談を実施



費用対効果
 ３ブース代の出展料

 展示コマ料金、装飾・備品代：543,9000円

 参加会員の交通費等：422,228円

 輸送費、専門家交通費、備品購入費など：155,876円

 事務局旅費：9,971円

 合計：6,027,075円

 今後の課題：ブース来場した外国人バイヤーは青果物取扱いに慣れていない事
業者も多く、国別の検疫条件や規制を理解しておらず具体的な商談に進まない
ケースが散見された。青果物とあわせて、輸出ハードルの低い加工品も用意し
ておくほうが商談の幅、量が広がる。また、名刺以外にSNSアカウントのQR
コードなどを用意して、こまめにやり取りができる手段の準備をしておくと展
示会後の継続商談につながりやすくなる。
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